Panasonic 



取扱説明書 

マリンケース 


品番 DMW-MCFT1 



このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとう 
ございます。 

• 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。 

• ご使用前に「安全上のこ'注意」 （21 〜25 ページ) を必ずお読みください。 

• 保証書は「お買い上げ日_販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書 
とともに大切に保管してください。 
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「安全上のご注意」を必ずお読みください （21 〜25ページ) 
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お使いになる前に （まずぉ読みくださぃ) 


• 当社製デジタルカメラ専用のマ U ンケースです。 

水深40 m 以内の水中撮影を楽しむことができます。 

• デジタルカメラを取り付ける前に、水中に沈めて水漏れがないこと 
を確認してください。 

•取り扱い上の不注意により、万一水漏れ事故を起こした場合、内部 
機材（デジタルカメラやバッテリー、力ードなど）の損傷、および 
撮影に要した諸費用などにつきましては、当社は責任を負いません 
ので十分お気をつけください。 

• 使用時の事故（人身_物損）の補償はいたしません。 


マリンケースおよび内部機材などに対する保険、青年アクティ 
ブライフ総合保険「アウトドア安心プラン」の案内はがきを同 
封しております。 


■使用場所での取り扱い 

• 以下のような場所でご使用ください。 

• 水深40 m 以内 
• 周辺温度0 ° C 〜40 °C 

• 40 ° C を超える温水の中では使用しないでください。熱によって変 
形_水漏れの原因となります。 

•マリンケースは、耐衝撃性に優れたポリカーボネイト製ですが、取 
り扱いには十分お気をつけください。特に、撮影現場での岩場など 
で傷が付きやすく、落下などの衝撃を与えると破損する場合があり 
ます。撮影場所への車、船、列車、飛行機での移動の際は、衝撃が 
直接伝わらないようにこん包してください。その際は、マ U ンケ_ 
スにデジタルカメラをセツトして輸送しないでください。マリン 
ケースの中に、デジタルカメラをセツトして輸送するのは、目的地 
からダイビングポイントまでのような、ごく短時間の場合に限り可 
能です。それ以外は、必ず別にして輸送してください。（お買い上げ 
時のこん包資材は、これらの輸送に使用できません） 

• 飛行機で移動する際は、気圧が変化すると中の空気が膨張して破損 
する恐れがありますので、0リングは外しておいてください。 
外した0リングは付属の0リング専用ポリ袋に入れてください。 


はじめに 
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お使いになる前に（まずぉ読みください）（つづき) 


• 内部にデジタルカメラを入れた状態で、直射日光や車、船、浜辺な 
どに長時間放置しないでください。このマリンケースは、気密構造 
になっていますので、内部の温度が異常に高くなり、デジタルカメ 
ラが正常に動作しなくなる場合があります。温度管理に十分お気を 
つけください。 

■高温 • 寒冷地での取り扱い 

•高温•多湿な場所での開閉後、寒いところや水中へ移動すると、マ 
U ンケース内部でつゆつきが起こり、ガラス面がくもったりデジタ 
ルカメラが故障する原因になります。 

• 寒いところや冷たい水中から急に温かいところに移動させたり、湿 
度の高いところで開閉すると、ガラス面にくもりが発生することが 
ありますので、撮影場所の温度になじませてからお使いください。 

■準備などでの取り扱い 

• 水しぶきや砂がかかる恐れのある場所では、マリンケースの開閉を 
しないでください。室内での開閉をおすすめします。 

•デジタルカメラの取り付けやバッテリー、力ードの交換などは、室 
内の湿気の少ない場所で行ってください。 

• ダイビングポイントでバッテリーやカードの交換をするために、ど 
うしてもマリンケースの開閉をする必要がある場合は、以下のこと 
をお守りください。 

•水しぶきや砂のかからない場所を選ぶ。 

• フロントケースとリアケースとのすき間や、バックルに付いてい 
る水滴を完全に吹き飛ぱしてから、マ U ンケースに残った水滴を 
乾いた布でよくふき取る。 

• 体や頭髪に付いている水分をよくふき取る。 

特に保温スーツのそで口から出る水にお気をつけください。 

-海水が付いた手でデジタルカメラを触らないように、あらかじめ 
真水でぬらしたタオルなどをポリ袋に入れて用意しておき、手や 
体に付いた水滴、塩分をふき取る。 

• 本マリンケースは、取り付けられたデジタルカメラへの衝撃をやわ 
らげるケースではありません。取り付けた状態で衝撃を与えたり、 
重いものを乗せたりすると、故障する恐れがあります。取り扱いに 
は十分お気をつけください。 
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付属品 


[包装を開けたときの確認] 

包装箱から取り出すときに、本体、付属品がすべて入っているか、また本体、付 
属品の外見や機能面に流通、輸送過程での損傷がないかを確認してください。 
異常が発見された場合は、ご使用前にお買い上げの販売店にご連絡ください。 

下記指定以外のものは、ご使用にならないでください。 


付属品をご確認ください。 

記載の品番は2009年2月現在のものです。 





□交換用0リング 
(専用ポリ袋入り） 
VMG 1798 

※1個は、あらかじめ 
本体に取り付けて 
います。 




□ シリカゲル 
(乾燥剤） 

(1 g 5 個） 
VZG 0371 




□ 0リング 
グリス 
VZG 0372 
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□八ンド 
ストラップ 
VFC 4190 



□ 拡散板 
VYK 3 E 56 

外すとき 



-不要なときは取り外すことができます。 

付けるとき 



※図のように取り付けてください。 


包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。 


CLUB Panasonic 

Pawa ^ensc 


パナソニックの家電製品直販サイト「パナセンス」で 
お買い求めいただけるものもあります。 

詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 
http://club.panasomc.jp/mall/sense/ 


はじめに 
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各部の名前 





12 

13 


1. ズームレパー 

2. 八ンドストラップ取付部 
(付属の八ンドストラップを取 
り付けてください） 



3. シャッターボタン 

4. 電源ボタ'/ 

5. INON 社製外部フラッシュ取り 
付けシュー※ 1 

6. フロントケース 

7. 拡散板（付属） 

8. フロントガラス 


9.モードダイヤル 

10. ボタン操作部 

(各ボタンの操作はデジタルカ 
メラの取扱説明書をお読みく 
ださい※ 2 ) 

11 . リアケース 

12. パックル 

13. ロック 解除 レバー 


«1 IN0N 社製外部フラッシュ専用の取り付けシューです。 

対応フラッシュにつきましては、 INON 社へお問い合わせください。 

-rpi Q/i 〇~7 a 〇 p I ~1 a 電話受付時間：1〇:〇〇〜12:00、13:00〜18:00 
(土日祝または指定休業日を除く） 

URL http://www.inon.co.jp/ 

※2お使いいただくデジタルカメラによっては、マリンケースのポタン表示が異 
なる場合があります。デジタルカメラのボタン表示に従ってお使いください。 
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• 0 リングは、水中カメラや時計、ダイビング機器などに使われてい 
る防水パッキンの一種です。 

• 水が入らないようにリアケースとフロントケースの間を密着させ、 
防水性を保つことができます。 

■〇リングの防水の仕組み 


リアケースデジタルカメラ 



水がすきまから入らないよ5に、0リングと面が接触して防水性を保ちます。 



水圧で0リングがつぶされると、接触面が大きくなり、押し 
つけられる力もさらに強くなります。 


0リングのメンテナンスは非常に重要です。正しく取り扱わな 
いと水漏れの原因になります。0リングが0リング接触面と 
均等で途切れなく接触することによつて防水性を保ちます。 


はじめに準備 
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準備〜〇リングをセツトする〜 


デジタルカメラを取り付ける前に必ず行ってください。 

0リングのセッティングは、手をきれいに洗って乾かしてか 
ら、砂やほこりのない場所で行ってください。 

1リアケースに装着してある0リングを指でたるませながら外す 

• 両方の手の指の腹で0リングを押さえつけ、指を寄せてたるんだ 
ところを持ち上げてください。つめで0リングに傷を付けない 
ように気をつけてください。 


ou ング 




00 (ぉ知らせ) 00 

• 0リングを外すときは、先のとがったものを使用しないでください。 
0リングに傷を付ける場合があります。 
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2〇リングを点検する 

• ごみ、砂、毛髪、ほこり、塩分、糸くずなどが付着していない 
か、または、古い0リンググリスが残っていないか十分に確認 
して、乾いた柔らかい布などで必ず取り除いてください。 

▲ごみ▲砂▲毛髪▲ほこり▲塩分▲糸くず 

* 目に見えないごみなどが付着していることもありますので、指 
先でなぞって点検してください。 

• 0リングのごみなどを乾いた布などでふき取るときは、繊維が 
付着しないように気をつけてください。 

• 0リングにひび割れ、ゆがみ、つぶれ、ささくれ、傷、砂かみ 
などがないか確認してください。ある場合は必ず新しいものと 
交換してください。 


▲ひび割れ ▲ゆがみ ▲つぶれ ▲ささくれ ▲傷 ▲砂かみ 

3 0リングの溝を点検する 

• 砂粒や乾いて固まった塩などが入りこんでいる場合があります 
ので、 エアー スプレーで吹き飛ばしたり、綿棒を使ってていね 
いに取り除いてください。その際は、綿棒の糸くずが付着しな 
いようにお気をつけください。 


0 ^- 6 ^- Ch い ^ r 



• リアケース （0 U ングをセツトする側）の溝だけでなく、フロ 
ントケースの溝の接触面も同様に点検してください。 
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準備〜〇リングをセツトする〜 （つづき) 


4 〇リングに〇リンググリス（付属）を塗る 

〇リングの表面の清掃とオイルを補給するために〇リンググリスを 
塗ってください。 


5 



指先に米粒大の〇リンググリス(付属)を付け、指の腹で〇リング全体 
に薄く均一に塗ってください。（紙や布を使って〇リンググリスを塗 
ると、繊維が付着する場合がありますので使用しないでください） 

0リンググリスを塗りすぎると、ごみやほこりが付着して、水漏れ 
の原因となりますので、0リングを指の腹で挟み込んで、丁寧に取 
り除いてください。 

0 U ンググリスを薄く均一に塗ることで、〇リングがマリンケースの 
溝に沿って柔軟に変形し、マリンケースの気密性を保ちます。 


• 指定外の0リンググリスを使用すると、表面が変質して水漏れの原 
因となりますので、 必ず指定の0リンググリス をお使いください。 

0リングを溝にセッティングする 


以下の点に気をつけて、〇リングを溝に均等にセツトしてください。 

• ごみなどが付着していないか 
• はみ出していないか 
• ねじれていないか 
• 餐理に引っ張っていないか 



10 


溝か E) 外れている 


































6 再度点検をする 

取り付けられた。リングに以下の不具合がないか、もう一度点検 
して < ださい。 

• ごみなど付着していないか 
• はみ出していないか 
• ねじれていないか 
• 傷やつぶれがないか 

手に付いた0リンググリスを乾いた布でよくふき取り、そのあと真水 
できれいに洗ってください。 

フバックルを留める 




• フロントケースの内側の0リング密着面、およびパックルの内側にも 
異物が付着していないことを確認したあと、マリンケースを閉じてく 
ださい。 

OOdUDOO 

•密閉状態を保つために、〇 u ング接触面に傷を付けないよう、てい 
ねいに取り扱ってください。 

• ごみなどで傷付いたり、変形した〇リングは絶対に使用しないでく 
ださい。水漏れの原因になります。 

•使用するごとに必ず〇リングを外し、〇リングの溝にごみ、砂、毛 
髪などの異物が付着していないことを確認し、〇リングに〇リング 
グリス（付属）を薄く塗ってください。多すぎるとごみやほこりが 
付着し、水漏れの原因になります。 

• 0 リンググリス（付属）は、0リング以外で使わないでください。 

• 撮影場所で0リングに不具合が生じる可能性もありますので、予備 


の0リングをご用意ください。 
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0 リングのセッティング後、デジタルカメラを取り付ける前にマリン 
ケースを閉じて、水中（水槽またはパスタブなど）に約3分以上沈め 
て、水漏れがないことを確認してください。 

• 40 ° C を超える温水の中では使用しないでください。熱によって変 
形_水漏れの原因となります。 



隊デジタルカメラを取り付けたあとも、同様のテストを行ってください。 （ P 13) 
〇〇 ( HM ) 〇〇 

• ケースを水に沈めた際にケース内から気泡が上がったり、水から取り 
出したケースの中に水がたまったりしているときは、水漏れが発生し 
ています。 

このようなときは、お買い上げの販売店へご連絡ください。 

• ご使用中、水漏れが発生しデジタルカメラが浸水した場合には、すぐ 
にデジタノレカメラからバッテリーを外してください。水素ガスが発生 
すると、近くに火気がある場合には燃焼 • 爆発の恐れがあります。 
•水中に勢いよく飛び込んだ場合や、船上から海へ放り投げた場合に、 
部分的に高い水圧がかかり水漏れが発生する場合がありますが、マ 
U ンケースの故障ではありません。潜水する場合はゆっくりと潜水 
するなど、取り扱いに十分お気をつけください。 

•本マリンケースは水深40 m までのご使用を前提に設計されていま 
す。水深40 m より深い潜水をされた場合、マリンケースの一部に復 
帰しない故障が発生する場合がありますのでお気をつけください。 
•マリンケースを密閉する際には、0リングとその接触面に異物を挟 
み込まないよう十分お気をつけください。たとえ髪の毛一本、また 
は砂粒一個が挟まつても水漏れすることがあります。 
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準備〜デジタルカメラを取り付ける〜 


デジタルカメラを取り付ける前に、15ページのお知らせをお読みください。 


デジタルカメラの電源が [OFF] になつていることを確認してください。 

• デジタルカメラのストラップを外してください。 

1①をスライドさせながら、②を指で押し上げてパックルを外す 



2デジタルカメラをマリンケースの中へ入れる 

デジタルカメラの向きに気をつけて、図のようにマリンケースの中へ入 
れてください。 


1 

は 


1 



フロントケース 


• デジタルカメラおよびマリンケースの内側に水分が残っていないこ 
とを確認してください。 

• 遮光膜を挟み込まないようにお気をつけください。 

3シリカゲル（付属）を入れる 

• シリカゲルは必ず新しいものをお使いください。 
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準備〜デジタルカメラを取り付ける〜（つづき) 


• シリカゲルを入れるときは、下図のように折り曲げて、所定の位 
置に必ず奥まで入れてください。途中まで入れた状態でマリン 
ケースを閉じると、シリカゲルの袋を0リングが挟み込み、水 
漏れの原因になります。 




• 気温が高く水温が低い状態で潜水すると、マリンケースの内部に 
つゆつきが起こります。つゆつき防止のためにも、あらかじめシ 
リカゲル（付属）を入れてください。また、くもり止め効果をあ 
げるため、シリカゲルは実際にマリンケースを使用する約1〜2 
時間前に入れてください。 

4パックルを留める 




パックルが確実に留まっているか確認してください。 
ストラップ等を挟み込まないでください。 



5デジタルカメラをセットしたあと、再び防水テストを行う （ P 12) 
14 








OOdUDOo 

•遮光膜が指紋などで汚れないようにお気をつけください。 

• 〇リングが確実に溝にはめ込まれているか、もう一度確認してくだ 
さい。 

•砂やほこりなどの多い場所、湿気のある場所、水にぬれやすい場所 
でのマ u ンケースの開閉は避けてください。 

•マリンケースに湿った空気が入っていると、急激な温度変化があっ 
た場合、マリンケース内部につゆつきが起こることがあります。 

• つゆつき防止のためデジタルカメラをセツトする場合は、なるべく乾燥 
した場所で行ってください。また、シリカゲル（付属）が十分に乾燥し 
ているか確認して入れてください。 

• 日焼け止めやサンオイルがマ U ンケースに付着した場合は、すみや 
かにぬるま湯で洗い流してください。マ U ンケースの表面の変色や 
防水性能低下の原因になります。 

• デジタルカメラを海辺や水中でお使いになったあとは、真水の中で 
10分程度浸け置きしてください。詳しくは、デジタルカメラの取 
扱説明書をお読みください。 

• カメラ本体に水滴や汚れが付いている場合は、乾いた柔らかい布で 
ふき取り、しぱらく乾いた布の上に本機を立てて置き、水が抜けた 
ことを確認してください。そのあとカメラを取り付けてください。 


1 
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撮影する 


■水中に入る前に必ず確認してください 

実際に潜水して水中撮影する前に、以下のことを確認してください。 

• バッテリーの残量が十分にあるか 
• カードのメモリー残量が十分にあるか 
• 〇リングのセッティングを確実に行ったか 
• 防水テストは行ったか 
• バックルはしっかり留まっているか 

■撮影する 

1重源ポタンを押して、デジタルカメラの重源を入れる 

2シーンモードメニューを表示して、[水中モード]に設定する 

• 詳しくは、デジタルカメラの取扱説明書をお読みください。 

3ピントを合わせたい被写体を液晶モニターの AF エリアに入れる 

4 ◄ (の AF-L) を押して、ピントを固定する 
•もう一度 ◄ (0AF-L) を押すと解除されます。 

5シャッターポタンを全押しして、撮影する 


00 (お知らせ) 00 

• デジタルカメラをマリンケースに取り付ける前に、再度時計設定の確認 
をおすすめします。 

(詳しくは、デジタルカメラの取扱説明書をお読みください） 

• 前方に浮遊物などがあると、ピントが被写体よりずれる場合があります。 
• フロントガラスに水滴やごみが付着すると、ピントがずれる場合があり 
ます。フロントガラスは必ずきれいにしておいてください。 
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撮影する〜水中撮影時のテクニック〜 


WB 微調整（水中モード） 

©▲ (a) を数回押し、 [i 固 wb 微調整]を表示させる 
(0AF-L) /► (4) でホワイトパランスを調整する 
③ [MENU/SET] ボタンを押して終了する 
• シャッターボタン半押しでも終了できます。 

より良い画像を選ぶ 

(フラッシュを[問]に設定してください） 

オートブラケット機能を活用する（オートブラケット機能のある機種の場合) 
• 自動的に3段階の露出で撮影します。撮影したあと、好みの画像 
を選ぶことができます。 

連写機能を活用する 

•動きの速い被写体（クマノミなど）の撮影時に、連写機能を使つ 
て撮影したあと、好みの画像を選ぶことができます。 


00 (ぉ知らせ) 00 

• WB 微調整（水中モード）は、動画撮影時にも対応しています。 

水深や好みに応じてホワイトバランスを調整することができます。 

• その他の機能など、詳しくはデジタルカメラの取扱説明書をお読み 
<ださい。 


S 
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撮影が終わったら 


次の処置を行ってください。 

1マリンケースにデジタルカメラを入れたまま真水に静かに沈め、 
約30分以上浸して塩分などを十分に取り除く 



• 操作部を動かして細部に入り込んだ海水を洗い流してください。 
塩抜きをしないと、操作部に入り込んだ塩分が固まって操作でき 
なくなります。 

• 局部的に激しい水流や圧力を加えないでください。水漏れの原因 
になります。 

2塩分の付いていない乾いた布で水滴をふき取り、確実に乾燥させる 

• 乾燥させるために直射日光にさらさないでください。マリンケー 
スの変色、破損、または0リングの劣化を早める原因になります。 

3リアケースを開けてデジタルカメラを取り出す 

手をよくふいたあと、図のように指をかけて、デジタルカメラを取り出 
して < ださい。 



• 体や頭髪に付いている水分をよくふき取ってください。 （ 特に保 
温スーツのそで口から出る水に気をつける） 
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4 〇リングを外し、溝にごみなどが残っていないかよく確認する 

5外した0リングは、傷などがないか確認しながら0リンググリス 
を塗る 


〇〇 <MM) 〇〇 

デジタルカメラを取り出すときは、以下の点にお気をつけください。 

• 体や頭髪に付いている水分をよくふき取る。（特に保温スーツのそで 
口から出る水に気をつける） 

•清潔な手で取り出す。（真水で手を洗い、よくふいておく） 





洗浄-保管 


1マリンケースの外側を水洗いする 
•きれいに洗ってください。 （P18) 

• 必ずふたを閉め、外側のみを水洗いしてください。 

• 内側の汚れは、湿らせた柔らかい布などでふき取ってください。 


OOdUDOO 

•部分的に高い水圧がかかると、水漏れする恐れがあります。水洗い 
するときは、装着したデジタルカメラを取り出してから行ってくだ 
さい。 

• デジタルカメラを中に入れたまま保管しないでください。 

• 0リングをマリンケースから取り外し、乾燥させないように保管し 
てください。詳しくは、26ページをお読みください。 

長期間、保管する場合は、0リングを外してから、付属の専用ポリ 
袋に入れてください。 
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人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを 
説明しています。 

■誤つた使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分し 
て、説明しています。 


A 

趣 出 
言口 

「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。 

A 注意 

「傷害を負うことや、財産の損害が発生するおそれ 
がある内容」です。 

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 

(次は図記号の例です） 

0 

してはいけない内容です。 

❶ 

実行しなければならない内容です。 


そ 

の 

他 


必ずお守りください 


安全上のご注 


安全上の 
ご注意 
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安全上のご注 



(つづき) 


△警告 


デジタルカメラの異常 • 故障時には直ちに使用を中 
止する 

異常があつたときには、デジタルカメラをマリン 
ケースから取り出し、バッテリーを外す 

•煙が出たり、異常なにおいや音がする 
• 映像や音声が出ないことがある 
• 内部に水や異物が入った 

そのまま使うと火災_感電の原因になります。 

•電源を切り、販売店にご相談ください。 

V_ y 



マリンケースに水もれが発生したら、すぐに使用を 
中止する 

シヨートや発熱により、火災•感電•故障の原因に 
なります。 

•販売店にご相談ください。 

\ _ / 
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△警告 


デジタルカメラのカード/バッテリー扉や端子力 
バー、バッテリーパックをぬれた手で扱わない 

感電の原因になります。 


ぬれ手禁止 


絶対に改造しない 




水もれを起こし、デジタルカメラに水が入ると、修 
理不能の原因になります。 

また、デジタルカメラに水が入り、そのまま使うと、 
分解禁止 火災•感電•故障の原因になります。 


0リンググリス、シリカゲル、0リングは乳幼児の 
手の届くところに置かない 

誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。 


0 


I万一、飲み込んだら、すぐに医師にご相談ください。 


安全上の 
ご注意 
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安全上のご注 



(つづき) 


△注意 


マリンケースは、乳幼児の手の届くところに置か 
ない 


0 


マリンケースの開閉部に、身体の一部を挟むとけが 
の原因になることがあります。 


ノ 
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△注意 


異常に温度が高くなるところに置かない 

特にビーチ（海岸)、ボートの上など直射日光の当た 

Q るところでは、想像以上に高温になりますので、下 
記により、火災や感電の原因になることがあります。 

• ケースの変形による水もれ 

• デジタルカメラを装着している場合は、デジタルカメ 
ラの劣化や破損 

\_ y 


安全上の 
ご注意 
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使用上のお願い 


■0 リングの取り扱い 

• 〇リングを洗浄するときは、アルコール、シンナー類や化学洗浄剤 
などを絶対に使わないでください。損傷や劣化を早める原因になり 
ます。 

•長期間使用しないときは、〇リングの変形を避けるために、マリン 
ケースの溝から外して薄く 〇リンググリス（付属）を塗り、専用ポ 
リ袋に入れて冷暗所に保管してください。 

なお、再度マリンケースを使用するために〇リングを付けるとき 
は、傷やひび割れがないことを十分確認してください。 

• 指定外の〇リンググリスを使用しないでください。〇リングの表面 
が変質して、水漏れの原因となります。 

•マ U ンケースの防水機能は、0 U ングおよびその接触面で保たれて 
います。これらの部分に物をぶつけたり、異物（砂やごみ、頭髪な 
ど）を挟み込んで傷を付けないようにしてください。 

• 0リングを溝から外す場合、先のとがったものを使用しないでくだ 
さい。傷が付く場合がありますので、指でたるませながら外してく 
ださい。 

• U アケースの0 リングを外して、ごみ、砂、毛髪などの付着物をふ 
き取り、さらに0リングがはめ込まれていた溝と、フロントケース 
内側の側面 （0 リング接着面）の汚れをふき取ってください。 

• 0リングの傷やひび割れは浸水の原因となりますので、ただちに新 
しい物と交換してください。 

• 0リング交換後や長期間未使用時、またはデジタルカメラのセツト後 
やバツテリーの交換などでマリンケースを開けた場合は、その都度0 
リングに傷やひび割れがないことを十分に確認してください。 

また確認後マリンケースを閉じ、水中（水槽やバスタブ）に約3分 
以上沈めて、水漏れがないことを確認してください。 （ P 12) 

• 0 リングは消耗品です。手入れの状態や使用回数、保存状態によっ 
て異なりますが、目立った傷がなくても1年を目安に交換してくだ 
さい。 
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■お手入れについて 

•洗浄、さび防止、くもり止め、補修などの目的で、下記の薬品類は 
絶対に使用しないでください。マリンケースに直接または間接的(薬 
品類が気化した状態）に使用した場合、ひび割れなどの原因になり 
ます。 


使用できない薬品類 

説明 

揮発性の有機溶剤、 
化学洗剤 

マリン ケースをアルコール • ガソリン’シンナー 
などの揮発性有機溶剤、または化学洗剤などで 
洗浄しないでください。洗浄は真水、またはぬ 
るま湯で十分です。 

さび防止剤 

使用しないでください。金属部分はステンレス 
および真ちゅうを使用しており、真水による洗 
浄で十分です。 

くもり止め 

使用しないでください。 

必ず指定のシリカゲルを使用してください。 

接着剤 

補修などのために接着剤を使用しないでくださ 
し)。補修が必要な場合は、お買い上げの販売店 
にご相談ください。 


• デジタルカメラに0リンググリスが付着したときは、乾いた柔らか 
い布でふいてください。 

•マリンケースの内側は、柔らかい乾いた布でふくだけにしてくださ 
し)。フロントガラスの内側は、使用前•使用後に乾いた柔らかい布 
でふき取り、透明度を保ってください。 


そ 

の 

他 
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使用上のお願い （つづき) 


■使用後の保管•点検について 

• 必ずデジタルカメラをマリンケースから取り出してください。 

• 0リングにごみやほこりが付かないようにお気をつけください。 

• マリンケースは常温で十分乾かしたあと、乾燥した冷暗所に保管し 
て < ださい。 

• 使用する頻度にもよりますが、お買い上げ後約3年に一度の点検を 
おすすめします。分解掃除と各部品の検査、補修をして、お買い上 
げ時と同様の高水圧試験器による防水機能など有料で検査させてい 
ただきます。なお、この際の輸送料はお客様のご負担とさせていた 
だぎます。 

• この説明書で指示している以外の個所を取り外したり、改造したり、 
指定以外の部品を使用することは避けてください。不具合が生じた 
場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


仕様 


使用可能機種： DMC - FT 1 (2009 年2月現在％) 

質量 ：約360 g 

外开ミ寸法 ：約幅140 mm x 高さ95 mm x 奥行き64 mm 
(突起部除く） 

材質 ： ポリ カーボ ネイト 

防水構造 ：〇リング圧着式 

耐水水深 : 40 m 

※最新の使用可能機種につきましては、デジタルカメラの取扱説明書/ 
カタログ/ホームページなどをご覧ください。 
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保証と アフターサービス (よくお読みください) 


修理•お取り扱い•お手入れなどのご相談は… 
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

• 修理は、サービス会社 • 販売会社の「修理ご相談窓口」へ！ 

• 使いかた•お買い物などのお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！ 

■ 保証書(裏表紙をこ'覧ください） 

お買い上げ日_販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店か 
らお受け取りください。よくお読みのあと、保管してください。 


保証期間：お買い上げ日から本体1年間 


■補修用性能部品の保有期間 \ 8 ^ 

当社は、このマリンケースの補修用性能部品を、製造打ち切り後8年保有 
しています。 

注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■修理を依頼されるとき 

この説明書をよくお読みのうえ、直らないときは、まずデジタルカメラを 
取り出して、お買い上げの販売店へご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

製品名 

マリンケース 

品番 

DMW - MCFT 1 

お買い上げ日 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 


參保証期間中は 

保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理をさせていただきますの 
で、恐れ入りますが、製品に保証書を添えてご持参ください。 


そ 

の 

他 
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保証とアフターサービス(よくお読みください)(つづき) 


•保証期間を過ぎているときは 

修理すれば使用できる製品については、ご要望により修理させていただき 
ます。 

下記修理料金の仕組みをご参照の5え、ご相談ください。 

參修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料 • 部品代 • 出張料などで構成されています。 


技術料は、診断 • 故障個所の修理および部品交換 • 調整 • 修理完了時の点 
- 検などの作業にかかる費用です。 


部品代は、修理に使用した部品および補助材料代です。 


出張料は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 


ご相談窓口における個人情報のお取り扱い 

ノ ':ナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報や 
ご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのために利用 
し、その記録を残すことがあります。 

また、折り返し電話させていただくときのため、ナンバー•ディス 
プレイを採用しています。 

なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当 
な理由がある場合を除き、第三者に提供しません。 

お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。 


「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページ 
をご活用ください。 

http :// panasonic . jp / support / 
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修理に関するご相談 


パナソニック修理ご相談窓口 


ナビダイヤル(全国共通番号） 2 S 0570-087-087 

• 呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話' PHS - IP / ひかり電話等、ナビダイヤルがご利用でき 
ない場合は、最寄りの修理ご相談窓口に直接おかけください。 


使いかた • お買い物などのこ'相談 


パナソニックお客様ご相談センター 
365日/受付9時〜200寺 

電話 ダィャル m 0120-878-365 

■携帯電話. PHS でのご利用は… 06-6907-1187 

fax 巧:", 【‘M 01 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03) 3256- 5444 Osaka (06) 6645- 8787 
Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays /Sundays / national holidays) 


※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック修理 



•地区_時間帯によって、集中修理ご相談窓口に転送させてしすこだ 
く場合がございます。 
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保証とアフターサービス(よくお読みください)(つづき) 


※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック 修理 ご 相談窓口 


•地区.時間帯によって、集中修理ご相談窓口に転送させていただ 
く場合がございます。 


東 北 


青森 青森市大字浜田 

岩手 盛岡市厨川5丁目 

山形 山形市平清水1丁目 

字豊田364 

1-43 

1-75 

S (017)775-0326 

S (019)645-6130 

0(023)641-8100 

秋田 秋田市外旭川 

宮城 仙台市宮城野区扇町 

福島 郡山市亀田1丁目 

字小谷地 3-1 

7-4-18 

51-15 

S (018)868-7008 

0(022)387-1117 

S (024)991-9308 


栃木 宇都宮市上戸祭 
3 丁目3_19 

S (028)689-2555 
群馬 前橋市箱田町 325-1 
S (027)254-2075 

茨城 つくば市筑穂3丁目 
15-3 

S (029)864-8756 


yMsi 


埼玉 桶川市赤堀2丁目 4-2 

S (048)728-8960 

千葉 千葉市中央区末広 

5 丁目 Q ヌ 

S (043)208-6034 

東京 東京都世田谷区 
宮坂2 丁目 26- 17 

S (03)5477-9700 


山梨 甲府市宝1丁目 4- 13 

S (055)222-5822 

神奈川 横浜市港南区日野 
5 丁目 3-1 6 

S (045)847-9720 

新潟 新潟市東区東明 
1 丁目 8-14 

0(025)2860180 





石川 金沢市玉鋅2丁目 
266番地 

S (076)280-6608 

富山 富山市根塚町1丁目 
1-4 

0 (076)424-2549 

福井 福井市問屋町2丁目 
14 

0(0776)21-0622 

長野 松本市寿北7丁目 3-11 

S (0263)86-9209 

静岡 静岡市葵区千代田 

7 丁目 7-5 

S (054)287-9000 
愛知 名古屋市瑞穂区 
塩入町 8-1 〇 

S (052)819-0225 

岐阜 岐阜市中鶉4丁目42 

S (058)278-6720 

局山 局山市花岡町3丁目 
82 

0(0577)33-0613 
三重 津市久居野村町 
字山神421 

S (059)254-5520 





滋賀 栗東市霊仙寺1丁目 
1-48 

0 (077)582-5021 

京都 京都市伏見区竹田 
中川原町7 1-4 

S (075)646-2123 

大阪 大阪市城東区関目 

2 丁目1 5-5 

S (06)6359-6225 

奈良 大和郡山市筒井町 
800番地 

S (0743)59-2770 

和歌山 和歌山市中島 499-1 

S (073)475-2984 
兵庫 神戸市須磨区弥栄台 

3 丁目1 3-4 

0(078)796-3140 
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※ 電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック修理 



•地区 ■ 時間帯によって、集中修理こ'相談窓口に転送させてし)ただ 
く場合がござし、ます。 



鳥取鳥取市安長 295-1 

S (0857)26-9695 
米子米子市米原4丁目 2-33 
3(0859)34-2129 
ネ公江松江市平成町 

182番地14 
0(0852)23-1128 

出雲出雲市渡橋町416 

0(0853)21-3133 

浜田浜田市下府町 
327-93 

S (0855)22-6629 
岡山岡山市田中 138-110 
S (086)242-6236 

広島広島市西区南観音 

1 丁目1 3-5 

S (082)295-501 1 

山口山口市小郡下郷 
220-1 

S (083)973-2720 



香川高松市勅使町 152-2 

Q (087)868-6388 
徳島徳島市沖浜2丁目36 
S (088)624-0253 

高知高知市仲田町 2 - 16 

3(088)834-3142 

愛媛愛媛県伊予郡砥部町 
八倉 75-1 

S (089)905-7544 



福岡春日市春日公園 

3 丁目48 

S (092)593-9036 
佐賀佐賀市鍋島町大字 
八戸字上深町3044 
3(0952)26-9151 
長崎長崎市東町191 9-1 
0(095)830-1658 

大分大分市萩原4丁目 
8-35 

S (097)556-381 5 
宮崎宮崎市本郷北方 
字草葉 2099-2 

S (0985)63-1213 
熊本熊本市健軍本町 12-3 
S (096)367-6067 

天草天草市港町 18- 11 

0(0969)22-3125 

鹿児島鹿児島市与次郎 

1 丁目 5-33 

S (099)250-5657 

大島奄美市名瀬朝仁町 

1 1-2 

0(0997)53-5101 



沖縄浦添市城間4丁目 23-1 1 0(098)877-1207 


所在地、電話番号が変更になることがありますので、あらかじめご了承ください。 

1108 


そ 

の 

他 
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f 更矛 IJ メモ ( おぼえのため、記入されると便利です ) 


お買い上げ日 

年月日 

品 番 

DMW-MCFT1 

販売店名 

S ( ) - 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 

〒 571 -8504 大阪府門真市松生町 1 番 15 号 

© Panasonic Corporation 2009 
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〈無料修理規定〉 

1. 取扱説明書、本体貼付ラペル等の注意書に従った使用状態で保証期間 
内に故障した場合には、無料修理をさせていただきます。 

(イ）無料 (_ をご依頼になる場合には、商品に取扱説明書から切り離した 
本書を添えていただきお買い上げの販売店にお申しつけください。 

(口）お買い上げの販売店に無料修理をご依頼にならない場合には、 
お近くの修理ご相談窓□にご連絡ください。 

2. ご転居の場合の修理ご依頼先等は、お買い上げの販売店またはお近く 
の修理ご相談窓口にご相談ください。 

3. ご贈答品等で本保証書に記入の販売店で無料修理をお受けになれない 
場合には、お近くの修理ご相談窓口へご連絡ください。 

4. 保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただきます。 

(イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷 

(口）お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下などによる故障及び損傷 

(ハ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、±窝害、ガス害 
(硫化ガスなど)、異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周波数）な 
どによる故障及び損傷 

(二）車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷 

(ホ）一般家庭用以外(例えば業務用など)に使用された場合の故障及び 
損傷 

(へ）本書のご添付がない場合 

(卜）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、 
あるいは字句を書き替えられた場合 

(チ）持込修理の対象商品を直接修理窓□へ送付した場合の送料等は 
お客様の負担となります。また、出張修理等を行った場合には、 
出張料はお客様の負担となります。 

5. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

6. 本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

フ.お近 < のご相談窓口は取扱説明書の保証とアフタ_サ_ビス欄をご参照 
ください。 

(ご相談窓□一覧表を同梱の揚合） 

お近くのご相談窓□は同梱別紙の一覧表をご参照ください。 

修理メモ 


※お客様にご記入いただいた個人情報（保証書控）は、保証期間内の無料 
修理対応及びその後の安全点検活動のために利用させていただく場合が 
ございますのでご了承ください。 

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理を 
お約束するものです。従ってこの保証書によって、保証書を発行して 
いる者(保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の 
権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理について 
ご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお近くの修理ご相談窓□に 
お問い合わせください。 

※保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間については取扱 
説明書の「保証とアフターサービス」をご覧ください。 

※丁⑽ warranty is valid only in Japan . 







mi ， 

J Panasonic I 持込修王里| \ 

\ マ IP ンケース保証書 ♦♦ 

\ 本書はお買い上げの日から下記期間中故障が発生した場合には ♦ 
\ 本書裏面記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです 。 a 
I ご記入いただきました個人情報の利用目的は本票裏面に記載し \ 
I ております。お客様の個人情報に関するお問い合わせは、お買い \ 
， 上げの販売店にご連絡ください。詳細は裏面をご参照ください。 


品 番 

DMW - MCFT 1 

保証期間 

お買い上げ日から 

本体 1 年間 

备買ぃ上げ日 

|—|年 ■ 月 日 

※ 

お 

客 

様 

ご住 J 

お名 - 

雨 

电 

^ S A 

ly す、様 

( ) 

※ 

販 

売 

店 

住所 • 販売店名 

電話 ( ) 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 


〒 571-8504 大阪府門真市松生町1番15号 TEL (06) 6908-1551 
ご販売店様へ※印欄は必ず記入してお渡しください。 
























